
30TMS NEWSLETTER No. 2 (2017.2)

　グラフェンに代表される二次元層状化合物を単原子層まで薄層化し、そ
れらを接合させた “ ファンデルワールスヘテロ接合構造 “ の作製と量子輸送
現象の解明に取り組んできました。ファンデルワールスヘテロ接合構造で
は、(i) 界面における原子拡散が無く、(ii) 格子整合条件の制約を受けないた
め、既存の結晶成長法では考えられなかった結晶方位角のズレθ という新
たな自由度を導入した量子構造が実現可能です。二枚のグラフェンを、θ
を導入し重ね Twisted 二層グラフェンを作製すると、線形なエネルギー分
散関係が運動量空間においてずれて重なった特異なバンド構造が形成され
ます。スタンプを押すようにアクリル樹脂上に二次元結晶を積層する技術
を利用することで、電子移動度μ  = 30,000 cm2/Vs を示す試料が実現します。
このような試料では、伝導電子のバリスティック伝導、電子波干渉、整数・
分数量子ホール効果といった多様な量子輸送現象が発現します。これらの
現象を通して、Twisted 二層グラフェンのバンド構造を理解したいと考え
ています。
　本研究で利用する試料作製法は、グラフェン以外の多様な電子物性を有
する二次元結晶群 ( トポロジカル絶縁体：Bi2Se3・超伝導体：NbSe2・強磁
性体：FeTaS2) にも適用可能です。最も基本的な Twisted 二層グラフェンの
電子物性を深く理解することで、これらの材料を、“ 一原子層ごとに ”、“ 任
意の組み合わせ ” で、“ θ を導入しつつ “ 重ね合わせた新規物質の設計・創
出に繋げたいと考えています。諸先輩方のご指導を頂きつつ、様々なファ
ンデルワールスヘテロ構造の作製・提供を通した共同研究も積極的に推進
していきたいと思います。何卒よろしくお願い申し上げます。
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原子層スタンプの概要。
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